
第５回「札幌版次世代住宅基準」に関する技術検討会議

◆ 温暖化対策推進ビジョンにおける札幌版次世代住宅基準の普及イメージ ◆ 札幌版次世代住宅基準の検討スケジュール

◇ 新築

※ 新築戸数　：　4,100戸/年×9年＝36,900戸（解体戸数　：　4,100戸/年）

2020年　新築戸建て住宅の100％が、ベーシックレベル以上

◇ 既存改修

※ 改修戸数　：　3,400戸/年×9年＝30,600戸

毎年ストックに対して1.2％の既存住宅を、現状よりも１段階レベルアップ改修（H4又はH11年基準）

◇ 住宅ストック全体

※ ストック戸数　：　284,000戸

2020年　ストックのおよそ30％がH11年基準を満たす。

札幌版次世代住宅基準の今後の普及イメージと検討スケジュール
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資料５

『札幌版次世代住宅基準』の技術検討

技術検討会議による基準の決定

普及に向けた支援制度の有り方検討
・ラベリング制度
・補助制度
・法的課題

普及支援制度の設計

・既存リフォーム補助制度
の見直し
・新築補助制度の新設

・ラベリング制度の詳細検
討

ラベリング制度の開始
【新築（義務）】
【断熱改修（任意）】

支援制度の段階的な発展

利用状況・普及状況に応じた制度の見直し

新築住宅の100％が札幌版次世代住宅基準

・ベーシック60％、・スタンダード30％
・ハイ＆トップランナー10％

ラベリング住宅の普及

・ラベリング中古住宅の資産価値向上
・中古住宅市場の形成

高断熱施工技術の向上

・新築住宅の購入価格低下

補助制度の開始
【新築】
【断熱改修】


